
 

第８回 グループホーム 優和の郷・信 

運営推進会議記録 

実 施 日 時 平成 30 年 9 月 25 日（火） 午前 10 時 30 分～午前 11 時 00 分 

場     所 グループホーム 優和の郷・信 

出  席  者 

地域住民代表  2 名   

利用者家族代表 1 名 

利用者代表   1 名 

地域包括支援係代表 1 名 

施設職員（管理者・計画作成・事務員）3名  

前回からの継続課題    ○無   ・  有  

活 
 
 
 
 

動 
 
 
 
 

報 
 
 
 
 

告 

利用者状況 

① 利用者数   １６名  

待機者(男性１名、女性０名) 

入居（８月:４名、９月:１名） 

退去（８月:１名、９月:０名） 

入院（８月:０名、９月:２名） 

② 要介護度状況(入居者数 16 名) 
 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

 葵 － ４名 ２名 ３名   

藤 － ３名 ２名 ２名 － － 

合 計 － ７名 ４名 ５名 － － 
 

利用者 

活動状況 

８月 ９月 

葵、藤 別紙参照 葵、藤 別紙参照 

 

 

その他活動 

 

 

スタッフ関係 

（研修など） 

参加日 研修名 研修先 参加者 

8/8 介護職のための接遇・ 

マナー講習 
旭川 奥口 良子 

8/9 第48回ケアスタッフ研修会 砂川 佐藤 正恵 



8/6,10 平成 30 年度介護職員 

基礎研修 
深川 佐藤 広美 

8/20,24 平成 30 年度介護職員 

基礎研修 
深川 玉井 桂 

8/27,31 平成 30 年度介護職員 

基礎研修 
深川 渡部 恵子 

9/19 第 26 回事例検討会 砂川 佐藤 正恵 

 

事故発生 

（５件） 

ヒヤリハット

含む 

 発生日時 事故内容 

藤 

8/12(月) 

PM11:00 

要介護２ 

女性 

＜状況＞ 

夜間、肌着・ショーツ姿でトイレに起きて来たの

で、パジャマ着用を促すと「ドロボー」と大声を

上げ、介護員に掴みかかったり足で蹴る行動があ

ったため、両手首を押さえ制止しました。 

１時間程経って見ると手首に内出血痕が出来てい

ました。 

 

＜対策＞ 

施設として本人が望まないケアを強制的に行わ

ず、本人本位のケアを行っていくようにします。 

藤 

8/20(月) 

AM10:10 

要介護２ 

女性 

＜状況＞ 

水分摂取の時間であった為、声掛け後１度ホール

まで来られましたが、上着を取りに行くと話され

て居室へ戻りました。 

その後、ドンという音が聞こえ駆け付けると居室

入口前で後頭部を押さえ倒れているのを発見しま

した。 

本人より、手すりに掴まろうとしてバランスを崩

し転んでしまったと話されています。 

打撲部の状態観察とバイタルチェックを行い、そ

の後、整形外科を受診しています。骨折やヒビは

なく、痛み止めと湿布を処方してもらい安静で経

過観察を行っています。 

 

＜対策＞ 

今後、センサーコールにより行動の安全確認を強

化していきます。 



葵 

9/7(金) 

PM4:55 

要介護１ 

女性 

＜状況＞ 

車椅子専用トイレから声が聞こえ、日勤者が鍵を

開けて確認するとズボンとももひきを膝下まで下

ろした状態で床に座り込んでいたのを発見してい

ます。 

車椅子に移乗し、身体確認とバイタルチェックを

行い、その後経過観察しています。 

 

＜対策＞ 

１人でトイレに行く時は、声掛けと見守りの強化

をしていきます。 

藤 

9/12(水) 

AM6:45 

要介護３ 

女性 

＜状況＞ 

衣類を介護員と共に洗濯室まで運び、その場に居

てもらうよう話し介護員が洗濯物を取り込みに奥

に入ると、すぐに「イタッ」という声が聞こえま

した。見ると洗濯機前ですでに転倒していました。 

右前頭部内出血・腫れが見られ、病院受診してい

ます。検査結果問題なく、経過観察を行っていま

す。 

 

＜対策＞ 

少しくらいという気のゆるみがあった為、入居者

の側を離れないようにし、常に「もしも」という

考えを持ちながら行動します。 

葵 

9/19(水) 

PM5:10 

要介護１ 

女性 

＜状況＞ 

ソファーから立ち上がり、方向を変えた時に足を

滑らせ左側を下にした体制で転倒しているところ

を発見しています。 

他の仕事をしていた為、声掛けや介助が遅れ「ド

ンッ」という音が聞こえた時には既に転倒してい

ました。 

本人は「車椅子のところまで行こうと思った」と

話されていて、その後車椅子への移乗はほぼ自力

で行われ、強い痛みの訴えなく経過されています。 

 

＜対策＞ 

他の仕事や他入居者の介助等でホールに目が行き

届かなくなっていたので、立ち上がりがあった時

は声掛けや介助がすぐ出来るよう、常にホールの

見守りを意識します。 

その他 

 

※9/3  第 3 回身体拘束虐待防止会議実施 

 



次回開催予定 
平成 30 年 11 月 27 日(火)午前 10：30 より  

グループホーム 優和の郷・信にて 

助 

言 

・ 

要 

望 

【質問・感想など】 

・特になし 

他 

次会議までの 

継続課題 

・ ○無  

・  有  

 


